
鶴
屋
南
北
作
『
盟
三
五
大
切
』
　
の
構
造

－
　
五
瓶
の
五
大
力
物
を
視
座
と
し
て
　
ー

は

　

じ

　

め

　

に

か
み
か
什
て
さ
ん
ご
た
い
せ
つ

『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
　
の
後
日
評
、
『
盟
三
五
大
切
』
は
、
文
政
八
年
九
月

（1）

二
五
日
よ
り
、
江
戸
中
村
座
に
お
い
て
初
演
さ
れ
た
。
『
四
谷
怪
談
』
の
楽
日

ご
だ
い
り
き
こ
い
の
ふ
A
ノ
じ
め

よ
り
十
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
本
狂
言
は
並
木
五
瓶
の
人
気
狂
言
『
五
大
力
恋
鍼
』

の
票
替
え
狂
言
で
あ
る
が
、
そ
の
外
、
五
瓶
自
身
に
よ
る
『
五
大
力
恋
絨
』
の

か
ぎ
な
お
し
て
さ
ん
ご
た
い
せ
つ

書
替
え
狂
言
で
あ
る
『
略
三
五
大
切
』
　
の
趣
向
を
も
多
分
に
取
り
込
ん
で
書
替

え
ら
れ
て
い
る
。

先
行
作
を
目
ま
ぐ
る
し
い
ま
で
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
全
く
新
し
い
局
面
を

作
り
出
し
て
い
く
の
は
南
北
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
狂
言
に
も
そ

の
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
五
瓶
の
五
大
力
物
二

作
を
視
座
と
し
て
、
『
盟
三
五
大
切
』
　
に
仕
組
ま
れ
た
作
者
の
工
夫
を
で
き
る

か
ぎ
り
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

下

　

田

　

晴

　

美

一
、
先
行
作
か
ら
み
た
『
盟
三
五
大
切
』
の
構
成

こ
の
項
で
は
、
『
盟
三
五
大
切
』
が
先
行
二
作
の
ど
の
箇
所
を
取
り
込
ん
で

い
る
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
行
作
の
一
つ
『
五
大
力
恋
鍼
』
は
、
浪
人
薩
摩
源
五
兵
衛
が
、
誤
解
か
ら
、

愛
人
小
万
の
他
数
人
を
殺
め
る
〝
五
人
切
り
”
事
件
を
拓
い
た
作
品
で
あ
る
。

「
愛
想
づ
か
し
」
か
ら
「
殺
し
」
に
至
る
世
話
物
の
一
炉
型
を
確
立
し
た
、
世

【2）

話
狂
言
の
名
作
と
さ
れ
て
い
る
。
京
都
で
の
初
演
の
後
、
寛
政
七
年
、
五
瓶
が

江
戸
に
下
っ
た
際
、
地
名
や
人
名
な
ど
を
江
戸
凪
に
改
め
て
再
漬
さ
れ
、
当
た

り
を
と
っ
た
。
そ
の
後
も
江
戸
で
再
浜
を
繰
り
返
し
、
文
政
八
年
に
も
、
『
盟

三
五
大
切
』
初
演
の
ほ
ぼ
二
か
月
前
の
六
月
一
六
日
よ
り
、
河
原
崎
座
で
再
演

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
配
役
は
、
三
五
兵
衛
役
に
　
［
幸
四
郎
］
、
源
五
兵
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街
［
団
十
郎
］
、
小
万
　
［
紫
若
］
　
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
盟
三
五
大
切
』
　
の
源

五
兵
衛
［
幸
四
郎
］
、
三
五
郎
［
団
十
郎
］
、
小
万
　
［
粂
三
郎
（
紫
若
の
兄
）
］

と
ほ
ぼ
同
じ
供
ぶ
れ
で
あ
る
。
下
敷
き
に
さ
れ
た
狂
言
の
記
憶
が
所
し
け
れ
ば

新
し
い
ほ
ど
、
書
替
え
の
面
白
味
、
新
し
み
は
際
立
つ
。
南
北
は
、
六
月
の

『
五
大
力
恋
絨
』
上
演
の
効
果
を
十
分
計
算
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
先
行
作
『
略
三
五
大
切
』
は
、
文
化
三
年
に
五
瓶
が
自
作
の

『
五
大
力
恋
絨
』
を
江
戸
風
に
書
替
え
た
狂
言
で
あ
る
。

次
に
五
瓶
の
『
五
大
力
恋
絨
』
（
以
下
『
五
大
力
』
と
す
る
。
）
　
と
『
略
三
五

（3）

大
切
』
の
場
割
を
比
較
の
た
め
、
上
下
二
段
に
示
す
。
主
な
書
替
え
の
関
係
に

あ
る
場
同
士
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
と
小
文
字
で
表
し
た
。
（
以
下
、

A
～
E
、
a
r
 
e
、
①
～
⑥
の
符
号
は
便
宜
上
付
す
）

一
方
『
盟
三
五
大
切
』
の
場
割
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
序
幕
》
①
佃
沖
新
地
鼻
の
場

②
深
川
大
和
町
の
場

③
二
軒
茶
屋
の
場

①
五
人
切
り
の
場

《
大
詰
》
⑤
四
谷
鬼
横
町
の
場

⑥
愛
染
院
門
前
の
場

こ
こ
で
『
盟
三
五
大
切
』
の
各
場
に
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
先
行
二
作
の
主
な

場
を
書
き
込
ん
で
み
る
。
そ
れ
が
次
の
【
図
二
　
で
あ
る
。

【
図
一
】『
盟
三
五
大
切
』
場
割

○
′
『
五
大
力
恋
絨
』
場
割

《
序
幕
》
A
洲
崎
升
屋
の
場

《
大
切
》
B
大
和
町
貸
座
敷
の
場

C
仲
町
花
屋
の
場

（

－

－

D
元
の
貸
座
敷
の
場

E
中
木
場
の
場

○
『
略
三
五
大
切
』
場
割

〈
序
幕
》
　
　
深
川
八
幡
の
場

a
洲
崎
桝
屋
の
場

空
l
末
日
》
b
大
和
町
貸
座
敷
の
場

〈
大
切
》
　
C
仲
町
花
屋
の
場

d
元
の
貸
座
敷
の
場

e
木
場
仕
返
し
の
場

＼
／語大′＼

①
佃
沖
新
地
鼻

『略三五』b
㊥
探

『五大力』B 川
大

『略三五』b 和
町

『略三五』C ③

『五大力』C 軒

『五大力』A
茶

屋

『略三五』C
印

五

『五大力』C 人
切

り
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『五大力』B
⑤

四
『略三五』b

『五大力』B 谷

『五大力』D 鬼

『五大力』E 廣

町
『五大力』C

『五大力』D
⑥
愛

『五大力』E
染
院

『略三五』e 門
別

五
瓶
の
『
略
三
五
大
切
』
（
以
下
『
略
三
五
』
と
す
る
）
は
、
『
五
大
力
』
の

場
の
名
称
や
構
成
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、
同
名
の
場
同
士
が
書
替
え

の
関
係
に
あ
る
。

（5）

現
存
す
る
『
盟
三
五
大
切
』
の
テ
キ
ス
ト
は
《
序
幕
》
と
《
大
詰
》
　
の
二
幕

か
ら
成
る
。
【
図
二
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
〈
序
幕
》
②
場
（
深
川
大
和
町
）
の

冒
頭
は
、
『
略
三
五
』
の
b
場
（
大
和
町
貸
座
敷
）
の
冒
頭
を
書
替
え
て
い
る
。



そ
し
て
《
序
幕
》
④
場
八
五
人
切
り
）
で
、
先
行
二
作
の
C
（
C
）
場
（
仲
町

花
屋
）
の
〝
五
人
切
り
〟
を
書
替
え
た
〝
五
人
切
り
〟
が
起
こ
る
。

一
方
《
大
詰
》
⑤
場
（
四
谷
鬼
横
町
）
　
の
冒
頭
は
、
『
五
大
力
』
　
の
B
場

（
大
和
町
貸
座
敷
）
の
冒
頭
の
書
替
え
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑤
場
終
わ
り
近
く

で
再
び
〝
五
人
切
り
〟
が
起
こ
る
。
つ
ま
り
先
行
二
作
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
回
き
り

だ
っ
た
〝
五
人
切
り
〟
が
『
盟
三
五
大
切
』
で
は
《
序
幕
》
と
《
大
詰
》
で
二
回

繰
り
返
さ
れ
、
都
合
十
人
が
死
ぬ
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

《
序
幕
》
と
《
大
詰
》
は
そ
れ
ぞ
れ
、
先
行
二
作
の
B
　
（
b
）
（
大
和
町
貸

座
敷
）
　
の
書
替
え
か
ら
始
ま
り
、
〝
五
人
切
り
〟
で
終
わ
る
。
こ
の
意
味
で
、

《
序
幕
》
と
《
大
詰
》
は
、
よ
く
似
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
南
北
は
、
①
場
を
「
自
身
蚤
、
⑤
場
を
「
四
谷
風
樹
嘲
」
、
⑥

場
を
「
愛
染
院
副
呵
（
場
の
名
称
は
「
門
前
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
詞
に
は

「
横
町
」
　
と
あ
る
）
」
　
に
す
る
な
ど
、
先
行
作
に
は
な
い
、
新
た
な
設
定
を
加

え
て
、
《
序
幕
》
と
《
大
詰
》
が
、
更
に
対
称
性
を
増
す
よ
う
工
夫
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
詳
述
す
る
。

二
、
二
つ
の
「
大
和
町
貸
座
敷
の
場
」

の
吾
替
え
に
つ
い
て

川
　
②
場
（
深
川
大
和
町
）
冒
頭

『
盟
三
五
大
切
』
②
場
（
深
川
大
和
町
）
の
源
五
兵
衛
の
浪
宅
は
、
最
初
は

「
刀
掛
け
に
紫
の
給
紙
紗
か
け
、
花
活
け
」
、
「
下
の
方
一
問
の
床
の
間
、
掛
け

物
、
香
焼
台
、
向
う
茶
壁
、
い
つ
も
の
門
口
、
外
は
黒
塀
、
忍
び
返
し
、
す
べ

て
こ
の
道
具
綺
程
に
仕
立
て
」
　
て
あ
る
。
こ
の
小
綺
露
さ
は
、
先
行
二
作
の
b

（
B
）
　
場
の
源
五
兵
衛
の
浪
宅
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
と
は
対
照
的
で
、
幕
明
き
か

ら
観
客
に
意
外
感
を
与
え
る
。

と
こ
ろ
が
そ
こ
へ
、
源
五
兵
衛
か
ら
頼
ま
れ
た
「
古
道
具
屋
」
が
や
っ
て
く

る
。
源
五
兵
衛
が
小
万
の
揚
代
に
因
り
、
家
財
道
具
を
売
っ
た
の
だ
。
家
来
の

八
右
衛
門
は
そ
れ
ら
を
持
っ
て
行
か
す
ま
い
と
、
古
道
具
屋
と
争
う
。
し
か
し

つ
い
に
、
「
鍋
釜
英
盆
、
七
輪
錐
子
」
、
「
茶
釜
」
、
「
薬
鍾
」
、
「
味
噌
こ
し
」
、

「
括
鉢
と
五
徳
」
、
「
括
粉
木
」
、
な
ど
の
台
所
道
具
に
始
ま
り
、
「
刀
掛
け
、
番
一

迫
台
、
掛
け
物
」
、
そ
し
て
「
畳
」
ま
で
が
、
「
天
秤
棒
或
ひ
は
春
」
を
使
っ
て
　
1
7

運
び
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
（
こ
の
場
面
を
②
1
と
す
る
）
　
　
　
　
－

こ
う
し
て
、
小
綺
麗
だ
っ
た
浪
宅
は
観
客
の
目
の
前
で
「
廷
一
枚
、
箸
片
し
」

な
い
、
先
行
作
以
上
に
粗
末
な
浪
宅
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
場
面
の
も
と
と
な
っ
た
先
行
作
『
略
三
五
』
b
場
（
大
和
町
貸
座
敷
）

の
浪
宅
は
「
炬
燵
の
矢
倉
は
か
り
、
大
和
風
呂
の
七
輪
直
し
」
と
舞
台
書
き
に

あ
る
よ
う
に
、
最
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
家
財
が
無
い
。
そ
れ
と
言
う
の
も
源
五
兵

衛
が
小
万
に
入
れ
あ
げ
て
、
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
と
い
う
設
定
で
あ

る
。
そ
の
貧
乏
な
中
へ
更
に
借
金
取
り
が
や
っ
て
き
て
、
家
来
の
八
右
衛
門
を

苦
し
め
る
。
『
略
三
五
』
で
は
、
「
武
具
衣
頸
ま
で
も
費
り
代
な
し
、
云
は
う
や

う
も
な
い
道
柴
の
お
身
持
ち
」
と
台
詞
で
語
ら
れ
る
だ
け
だ
っ
た
小
万
へ
の
耽



満
を
、
南
北
は
「
古
道
具
屋
」
　
に
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
即
物
的
に
、

目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
。

聞
　
⑤
場
（
四
谷
鬼
横
町
）
冒
頭

一
方
、
《
大
詰
》
⑤
場
（
四
谷
鬼
横
町
）
の
冒
頭
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

四
谷
鬼
横
町
の
貸
家
を
引
っ
越
そ
う
と
、
八
右
街
門
が
「
勝
手
道
具
、
炬
燵

櫓
、
上
流
し
、
六
枚
屏
風
、
行
燈
、
そ
の
外
、
い
ろ
く
の
道
具
」
を
「
合
ひ

長
屋
の
著
」
た
ち
と
「
縄
に
て
か
ら
げ
、
片
附
け
て
ゐ
る
」
。
そ
こ
へ
や
っ
て

き
た
大
家
の
弼
助
に
、
長
足
の
者
は
、
八
右
衛
門
が
「
昨
日
越
し
て
今
日
越
す

ゆ
ゑ
」
「
今
と
め
て
ゐ
る
」
最
中
で
あ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
禰
助
は
、
手
切
れ

金
を
出
し
て
越
す
の
で
な
け
れ
ば
「
諸
道
具
を
と
め
る
」
と
言
っ
て
、
出
て
行

こ
う
と
す
る
八
右
街
門
と
争
う
。
（
こ
の
場
面
を
⑤
－
1
と
す
る
）

も
と
と
な
っ
た
『
五
大
力
』
B
場
（
大
和
町
貸
座
敷
）
は
、
物
貰
い
が
騒
ぐ

源
五
兵
衛
の
浪
宅
に
、
親
切
な
大
家
が
食
事
を
持
っ
て
訪
れ
る
場
面
に
始
ま
る
。

両
者
を
比
較
す
る
と
、
南
北
が
源
五
兵
衛
の
浪
宅
を
、
八
右
衛
門
の
借
家
と
改

変
し
、
八
右
衛
門
が
引
っ
越
し
て
い
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
全
く
新
た
に
加
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
の
か
。

そ
こ
で
同
じ
く
『
咤
三
五
』
b
場
（
大
和
町
貸
座
敷
）
を
も
と
と
し
て
作
ら

れ
た
②
場
の
冒
頭
と
、
こ
の
⑤
場
の
冒
頭
を
比
較
し
た
。
す
る
と
、
か
つ
て
②

－
1
で
、
家
財
道
具
を
と
ら
れ
ま
い
と
し
て
古
道
具
屋
と
争
っ
た
八
右
衛
門
が
、

こ
の
⑤
－
1
場
で
は
家
財
道
具
を
持
っ
て
出
て
い
こ
う
と
す
る
の
を
大
家
に
止

め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
は
、
②
1
1
の
古
道
具
の
件
を
引
っ
越
し
に

変
え
、
八
右
符
門
の
立
場
を
逆
転
さ
せ
た
場
面
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
－
1
の
次
は
、
八
右
衛
門
の
引
っ
越
し
の
後
へ
、
今
度
は
小
万
三
五
郎
夫

婦
が
引
っ
越
し
て
く
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
五
大
力
』
B
場
に
拠
っ
て
お

り
、
小
万
と
郊
助
が
浪
宅
へ
遊
び
に
来
る
場
面
を
、
引
っ
越
し
に
改
変
し
て
い

る
。
明
ら
か
に
八
右
街
門
の
引
っ
越
し
と
連
動
さ
せ
た
趣
向
で
あ
る
。

そ
の
中
万
夫
婦
の
引
っ
越
し
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

番
星
の
太
郎
七
が
引
っ
越
し
荷
物
を
手
伝
っ
て
「
木
綿
夜
具
大
風
呂
敷
の
ま
ゝ

担
ぎ
、
片
手
に
笹
野
屋
と
い
ふ
火
縄
箱
を
提
げ
」
て
来
る
。
ま
た
「
四
斗
樽
へ
、

傘
三
味
線
踪
椙
帯
、
台
所
道
具
を
入
れ
、
笹
野
良
と
記
せ
し
船
宿
の
看
板
行
燈
、

そ
の
外
入
用
の
誓
言
、
畳
一
畳
の
上
へ
の
せ
、
細
引
に
て
か
ら
げ
、
船
の
胞
一

を
棒
に
し
て
」
、
赤
子
を
背
負
っ
た
里
親
の
お
く
ろ
が
先
棒
を
、
三
五
郎
が
後
　
1
8

棒
を
担
い
で
出
て
く
る
。
そ
の
後
か
ら
、
小
万
が
「
一
升
徳
利
と
還
り
の
植
－

屋
の
岡
持
を
提
げ
、
鏡
台
と
鏡
を
縄
か
ら
げ
に
し
て
、
こ
れ
を
引
摺
り
」
出
て

く
る
。
（
こ
の
場
面
を
⑤
－
2
と
す
る
）

こ
の
小
万
夫
婦
の
引
っ
越
し
支
度
は
、
《
序
幕
》
②
1
1
で
源
五
兵
衛
の
台

所
道
具
、
畳
、
な
ど
家
財
道
具
が
天
秤
棒
や
春
で
運
び
出
さ
れ
て
行
っ
た
姿
を

思
い
出
さ
せ
る
。

こ
こ
で
こ
の
よ
う
に
家
財
道
具
の
出
入
り
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
を

考
え
て
み
る
。
〈
序
幕
》
の
源
五
兵
衛
の
浪
宅
で
は
、
小
万
と
会
う
金
を
作
る

た
め
に
家
財
道
具
が
出
て
行
く
（
②
I
l
）
。
一
方
《
大
詰
》
の
四
谷
鬼
横
町

の
貸
家
で
は
源
五
兵
衛
の
家
財
が
出
て
行
っ
た
の
を
再
現
す
る
か
の
よ
う
に
し



て
八
右
衛
門
の
引
っ
越
し
荷
物
が
出
て
行
き
（
⑤
－
1
）
、
続
い
て
小
万
夫
婦

の
引
っ
越
し
荷
物
が
、
あ
た
か
も
剥
ぎ
取
ら
れ
た
源
五
兵
衛
の
家
財
道
具
を
思

わ
せ
る
よ
う
に
担
が
れ
て
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
⑤
1
2
）
。

〈
序
幕
》
②
～
④
場
と
《
大
詰
》
⑤
場
に
は
こ
の
他
に
も
、
対
照
的
な
一
対

の
趣
向
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
布
団
の
上
で
源
五
兵
衛
が
一
人
小
万

を
想
っ
て
い
た
（
②
）
　
の
に
対
し
、
小
万
三
五
郎
は
二
人
で
布
団
に
上
が
り
夫

婦
で
あ
る
実
感
を
味
わ
う
（
⑤
）
。
ま
た
三
五
郎
小
万
が
芝
居
を
し
て
源
五
兵

衛
か
ら
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
（
③
）
　
の
に
対
し
て
、
源
五
兵
衛
も
小
万
ら
を
許

し
た
ふ
り
を
し
て
毒
酒
を
渡
す
（
⑤
）
。
ま
た
百
両
を
小
万
の
身
の
代
と
し
て

渡
し
た
た
め
伯
父
助
右
衛
門
か
ら
勘
当
さ
れ
る
源
五
兵
衛
（
③
）
　
に
対
し
て
、

そ
の
金
を
父
了
心
に
渡
し
勘
当
を
解
か
れ
る
三
五
郎
（
⑤
）
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
〈
序
幕
》
と
〈
大
詰
》
は
、
源
五
兵
衛
側
と
小
万
≡
五
郎
側
を
対

比
的
に
措
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
類
似
し
た
②
－
1
と
⑤
－
2
の
各
幕
冒
頭
の
場
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ

〝
五
人
切
り
〟
に
帰
結
す
る
類
似
し
た
構
造
を
持
つ
　
《
序
幕
》
②
～
④
場
と
《
大

詰
》
⑤
場
の
対
比
的
構
造
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
た
こ
こ
で
（
序
幕
》
の
各
場
を
見
て
い
く
と
①
は
深
川
の
沖
、
②
は
大
和

町
、
③
は
富
岡
八
幡
宮
内
の
二
軒
茶
屋
伊
勢
屋
、
の
は
富
岡
八
幡
宮
門
前
の
自

身
番
横
町
と
、
全
て
深
川
で
あ
り
、
『
五
大
力
』
　
の
舞
台
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
（
大
詰
》
の
⑤
は
実
説
の
お
岩
が
鬼
に
な
っ
て
駆
け
出
し
た
と
い
う
四
谷

鬼
横
町
、
⑥
は
鬼
横
町
の
近
く
の
愛
染
院
門
前
で
あ
り
、
共
に
『
四
谷
怪
談
』

（6）

に
縁
の
深
い
土
地
で
あ
る
。
《
序
幕
》
は
『
五
大
力
』
、
〈
大
詰
》
は
『
四
谷
怪

談
』
と
い
う
対
比
的
構
造
が
基
本
に
あ
り
、
深
川
と
山
の
手
の
四
谷
と
い
う
離

れ
た
場
所
に
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
二
つ
の
事
件
を
、
引
っ
越
し
の
趣
向

が
無
理
な
く
結
ぶ
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

回
　
⑥
場
（
愛
染
院
門
前
）
冒
頭

そ
し
て
こ
の
引
っ
越
し
の
趣
向
は
②
と
⑤
の
冒
頭
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

⑤
場
の
終
わ
り
近
く
で
、
三
五
郎
を
「
四
斗
樽
」
に
隠
し
、
稗
の
「
上
へ
、

着
て
ゐ
る
衣
を
か
け
て
、
天
秤
棒
を
通
し
て
」
太
郎
七
と
了
心
で
担
い
で
、
鬼

横
町
か
ら
、
⑥
場
の
愛
染
院
門
前
の
庵
を
目
指
し
て
出
て
行
く
場
面
が
あ
る
。

（
こ
の
場
面
を
⑤
－
3
と
す
る
）

⑤
－
3
の
、
四
斗
樽
に
天
秤
棒
を
通
し
て
二
人
で
担
い
で
行
く
姿
は
、
⑤
－

2
で
、
四
斗
樽
に
い
ろ
い
ろ
の
道
具
を
入
れ
て
畳
の
上
に
乗
せ
、
抱
を
天
秤
棒

代
わ
り
に
し
て
二
人
で
担
い
で
き
た
姿
を
思
い
出
さ
せ
る
。

⑤
－
3
は
、
⑥
場
の
愛
染
院
横
町
の
了
心
の
庵
へ
と
向
か
う
姿
を
見
せ
た
場

面
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
⑥
場
で
は
、
既
に
四
斗
樽
が
庵
に
置
か
れ
て
い
る
。

庵
に
四
斗
樽
が
入
っ
て
い
く
場
面
は
舞
台
で
は
演
じ
ら
れ
ず
、
⑤
－
3
を
そ
れ

に
代
え
て
い
る
。
つ
ま
り
⑥
場
の
冒
頭
も
、
荷
物
が
庵
に
運
び
込
ま
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
三
五
郎
と
了
心
親
子
が
久
々
の
対
面
に
近
況
報
告
を
し
あ
う
場
面

で
、
「
わ
し
は
兼
ね
A
、
願
ひ
ゆ
ゑ
、
髪
を
お
ろ
し
て
こ
の
あ
た
り
へ
引
ツ
越

し
」
と
了
心
が
言
う
と
、
三
五
郎
も
「
ち
と
こ
の
方
に
も
俄
の
用
事
が
出
来
ま
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し
て
、
そ
れ
ゆ
ゑ
存
じ
が
け
な
い
こ
の
あ
た
り
へ
、
今
日
引
ツ
越
し
て
参
り
ま

し
た
」
と
応
え
る
。
そ
の
後
で
ま
た
「
わ
し
も
二
三
日
以
前
よ
り
、
愛
染
院
横

町
に
て
、
庵
坊
主
の
跡
へ
引
ツ
越
し
」
と
、
同
様
の
台
詞
が
繰
り
返
さ
れ
、
三

五
郎
同
様
、
了
心
が
最
近
庵
へ
引
っ
越
し
を
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
⑤
で
、
四
斗
樽
が
運
び
出
さ
れ
た
後
、
小
万
は
兄
の
「
死
骸
の
側
へ
姐

板
を
直
し
、
茶
碗
へ
水
を
汲
ん
で
来
て
、
こ
の
上
へ
置
き
、
庭
に
生
え
た
る
草

の
薬
を
」
手
向
け
る
。
続
く
⑥
場
で
は
、
三
五
郎
の
入
っ
た
四
斗
縛
の
「
前
に

（7）

机
を
据
ゑ
、
香
華
を
手
向
け
、
新
仏
と
見
せ
」
　
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
⑤
か
ら

⑥
へ
と
場
面
が
転
換
す
る
際
に
、
死
人
へ
の
手
向
け
の
様
を
共
に
舞
台
画
に
あ

ら
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
に
連
続
性
を
持
た
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
⑤
と
⑥
の
間
に
も
、
対
照
的
な
一
対
の
趣
向
が
い
く
つ
か
設
け
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
小
万
と
三
五
郎
が
一
つ
の
茶
碗
で
茶
漬
け
を
食
べ
た
の
に
対

し
（
⑤
）
、
小
万
の
切
首
の
前
で
源
五
兵
衛
が
飯
を
食
べ
、
茶
を
首
に
か
け
る

（8）（
⑥
）
。
八
右
衛
門
が
源
五
兵
衛
の
罪
を
被
っ
て
引
か
れ
て
い
く
（
⑤
）
　
の
に

【9】

対
し
、
三
五
郎
が
源
五
兵
衛
の
罪
を
被
っ
て
自
害
す
る
（
⑥
）
。

ま
た
場
の
設
定
に
つ
い
て
言
え
ば
、
④
は
三
五
郎
の
台
詞
に
あ
る
よ
う
に
、

「
自
身
番
劉
凹
で
あ
る
。
永
代
寺
門
前
町
内
自
身
番
横
町
は
「
棋
町
人
口
角

7

〉

〉

1

（

（

川

）

往
還
二
自
身
番
臣
」
の
あ
る
横
町
だ
っ
た
。
⑤
は
「
四
谷
鳳
瑚
m
J
で
舞
台
書

に
「
下
の
方
」
、
「
火
の
番
小
屋
」
と
あ
る
。
⑥
は
「
愛
染
院
副
嘲
」
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
『
盟
三
五
大
切
』
内
部
は
お
お
む
ね

【
図
二
】
　
の
よ
う
な
三
部
構
成
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
図
二
】

①
佃
沖
新
地
鼻

②
深
川
大
和
町

③
二
軒
茶
屋

◎
五
人
切
り

⑤
四
谷
鬼
横
町

（
五
人
切
）

⑥
愛
染
院
門
前

（
五
人
切
？
）

但
し
、
二
度
日
の
〝
五
人
切
り
〟
は
『
五
大
力
』
の
方
を
踏
襲
し
た
関
係
で
⑤

⑥
場
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
図
の
よ
う
に
場
ご
と
に
は
っ
き
り
と
分
か

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
後
述
す
る
が
、
本
作
に
は
⑥
場
の
後
に
も
う
一
幕

用
意
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
視
野
に
入
れ
る
と
ほ
ぼ
【
図
二
】

の
如
き
構
造
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

三
、
二
つ
の
「
五
人
切
日
ソ
」
の
雷
替
え
に
つ
い
て

川
　
《
序
幕
》
〝
五
人
切
り
”

『
盟
三
五
大
切
』
①
八
五
人
切
り
）
の
場
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
伊

之
助
と
菊
野
が
「
屏
風
」
　
の
内
に
寝
て
い
て
、
三
五
郎
小
万
と
間
違
え
ら
れ

「
首
」
を
打
ち
落
と
さ
れ
る
。
次
に
長
八
も
「
首
」
を
打
落
と
さ
れ
、
そ
れ
が

「
屏
風
」
　
の
緑
へ
乗
り
、
落
ち
る
。
伴
右
衛
門
は
「
蒲
団
」
越
し
に
突
か
れ
る
。

辛
八
は
大
架
裟
に
切
ら
れ
、
体
が
割
れ
る
。
（
こ
の
場
面
を
④
－
1
と
す
る
）

こ
の
場
は
、
先
行
二
作
の
C
（
C
）
場
（
仲
町
花
屋
）
の
か
五
人
切
り
〟
の
書

替
え
で
あ
る
。
源
五
兵
衛
が
小
万
の
首
を
打
落
と
す
の
は
『
五
大
力
』
を
代
表
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す
る
有
名
な
場
面
で
、
④
－
1
で
は
そ
れ
を
踏
襲
し
強
調
し
て
い
る
。
「
菊
野
」

は
、
実
説
に
基
づ
い
た
、
上
方
版
『
五
大
力
』
の
ヒ
ロ
イ
ソ
名
で
あ
る
。
江
戸

で
上
演
す
る
際
に
「
菊
野
」
か
ら
「
小
万
」
　
に
変
え
ら
れ
た
。
南
北
は
上
方
版

の
名
を
も
取
り
入
れ
て
、
◎
－
1
に
『
五
大
力
』
C
場
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
。
一
方
「
屏
風
」
、
「
蒲
団
」
が
印
象
深
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
盟
三
五
大
切
』
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
道
具
で
あ
る
。

聞
　
（
大
詰
》
〝
五
人
切
り
〟

⑤
場
（
四
谷
鬼
杭
町
）
の
小
万
夫
婦
の
引
っ
越
し
の
後
、
家
主
爾
助
は
、
お

岩
の
幽
霊
に
化
け
て
三
五
郎
ら
を
追
い
出
し
、
得
代
を
儲
け
よ
う
と
し
て
失
敗

す
る
。
そ
の
あ
と
、
う
ち
解
け
て
酒
を
呑
む
う
ち
に
、
左
腕
の
彫
り
物
が
証
拠

と
な
っ
て
、
三
五
郎
の
主
人
不
破
数
右
衛
門
（
源
五
兵
衛
の
実
名
）
を
陥
れ
た

盗
賊
が
、
爾
助
だ
っ
た
と
分
か
る
。
三
五
郎
と
、
貸
家
の
楕
窓
に
貼
ら
れ
た
師

直
館
の
桧
図
面
を
取
り
合
う
う
ち
、
弼
助
は
源
五
兵
衛
の
毒
酒
に
当
た
り
苦
し

み
だ
す
。
恨
ん
だ
爾
助
は
、
討
ち
入
り
の
計
画
を
師
直
へ
言
上
す
る
と
言
い
出

し
、
や
む
な
く
三
五
郎
は
爾
助
を
出
刃
包
丁
で
殺
す
。
三
五
郎
は
、
弼
助
の

「
死
骸
へ
蒲
団
を
掛
け
」
　
て
隠
す
。
三
五
郎
が
四
斗
樽
に
隠
れ
て
出
て
行
っ
た

後
、
源
五
兵
衛
が
現
れ
、
つ
い
に
小
万
ら
三
人
を
殺
害
す
る
。
手
始
め
に
、

「
屏
風
」
　
の
中
で
里
親
の
お
く
ろ
が
、
喉
を
突
か
れ
て
死
ぬ
。
小
万
の
、
「
三

五
大
切
」
　
の
入
れ
旦
画
子
の
あ
る
左
腕
を
貫
き
、
更
に
小
万
の
手
に
刀
を
持
ち
添

－〓－

え
て
、
無
理
矢
理
、
赤
子
を
殺
さ
せ
る
。
最
後
に
、
小
万
を
な
ぶ
り
切
り
に
し
、

「
首
を
打
落
し
、
小
万
が
帯
の
端
を
切
っ
て
J
そ
れ
に
首
を
包
」
み
持
ち
去
る
。

一
方
、
三
五
郎
は
、
⑥
場
（
愛
染
院
門
前
）
で
、
「
お
主
の
お
為
に
お
主
を
偽
」
　
っ

た
こ
と
を
詫
び
、
源
五
兵
衛
の
人
殺
し
の
罪
を
も
引
受
け
て
自
害
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
〈
大
詰
》
で
は
⑤
⑥
場
に
ま
た
が
っ
て
、
五
人
が
死
ぬ
。

こ
の
う
ち
小
万
・
赤
子
・
お
く
ろ
の
死
は
、
源
五
兵
衛
が
三
人
を
殺
す
際
の

状
況
を
似
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
五
大
力
』
C
場
の
〝
五
人
切
り
〟
を
写
し
て
い

る
。
ま
た
弼
助
は
源
五
兵
衛
が
浪
人
す
る
原
因
を
作
っ
た
悪
党
で
あ
り
、
三
五

郎
は
源
五
兵
衛
に
殺
人
を
犯
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
意
味

で
弼
助
と
三
五
郎
の
死
は
、
『
五
大
力
』
E
場
（
中
木
場
）
で
敵
役
郊
助
と
三

五
兵
衛
が
退
治
さ
れ
る
件
の
書
替
え
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
は
、
そ
の
『
五
大
力
』
を
書
替
え
た
場
面
に
、
更
に
『
四
谷
怪
談
』

を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
三
五
郎
が
小
万
を
爾
助
か

ら
貰
い
受
け
る
際
の
台
詞
や
、
偽
の
幽
霊
騒
ぎ
な
ど
の
件
は
『
四
谷
怪
談
』
の

（
深
川
三
角
屋
敷
の
場
）
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
お
岩
に
化
け
た
禰
助
が
毒

に
あ
た
り
、
屏
風
の
蔭
で
お
く
ろ
が
殺
さ
れ
る
な
ど
四
人
が
死
ぬ
件
は
（
伊
右

街
門
浪
宅
の
場
）
で
の
四
人
の
死
を
想
起
さ
せ
る
趣
向
で
あ
る
。
つ
ま
り
南
北

は
、
『
四
谷
怪
談
』
に
お
い
て
、
対
照
的
な
一
対
の
場
と
し
て
対
応
さ
せ
ら
れ

て
い
た
（
伊
右
衛
門
浪
宅
）
と
（
深
川
三
角
屋
敷
）
の
両
方
を
こ
の
一
場
に
取

り
込
ん
で
み
せ
た
う
え
、
一
つ
の
殺
人
が
『
五
大
力
』
の
〝
五
人
切
り
″
と
『
四

谷
怪
談
』
の
お
岩
の
件
の
両
方
で
あ
り
う
る
書
替
え
を
行
っ
て
み
せ
た
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
爾
助
と
三
五
郎
の
死
で
あ
る
。
洞
助
の
死
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骸
に
「
蒲
団
」
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
や
「
屏
風
」
な
ど
か
ら
、
鬼
杭
町
で
の
四

人
の
死
は
、
《
序
幕
》
④
1
1
の
源
五
兵
衛
の
〝
五
人
切
り
〟
に
対
応
さ
せ
ら
れ

て
も
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
三
五
郎
が
殺
し
た
弼
助
と
、
源
五
兵
衛

が
殺
し
た
小
万
に
は
、
左
腕
の
彫
り
物
と
い
う
、
肉
体
的
な
共
通
点
が
持
た
さ

れ
て
い
る
。
爾
助
と
小
万
は
兄
妹
で
も
あ
る
。
一
方
、
三
五
郎
の
死
も
、
⑤
場

と
⑥
場
に
似
た
よ
う
な
弔
い
の
舞
台
面
が
作
ら
れ
、
場
面
の
連
続
性
が
強
調
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
や
は
り
、
④
－
1
の
〝
五
人
切
り
″
の
書

替
え
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
爾
助
、
三
五
郎
の
よ
う
な
、
源
五
兵
衛
が
直
接
手
を
下
さ
な
い
死
ま
で

が
、
源
五
兵
衛
が
犯
し
た
「
五
人
切
り
」
　
の
内
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
ど
の
よ

う
な
意
図
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

考
え
て
み
れ
ば
、
源
五
兵
衛
の
殺
人
は
、
三
五
郎
ら
が
主
人
へ
の
忠
義
の
た

め
に
源
五
兵
衛
を
騙
し
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
禰
助
の
死
は
主
人
の
た

め
を
思
う
三
五
郎
に
よ
る
も
の
。
ま
た
三
五
郎
の
死
も
、
主
人
へ
の
謝
罪
と
主

人
の
罪
を
か
ぶ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
一
見
異
な
っ

た
死
は
、
元
を
正
せ
ば
三
五
郎
の
忠
義
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

〈
序
幕
》
で
先
行
作
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
五
人
切
り
を
見
せ
た
後
、
南
北
は
そ

れ
を
《
大
詰
》
　
で
『
四
谷
怪
談
』
も
加
え
て
更
に
書
替
え
た
。
そ
の
上
で
、
そ

れ
ら
の
殺
人
の
底
を
流
れ
る
も
の
は
同
じ
な
の
だ
と
、
「
杭
町
」
、
「
番
小
屋
」
、

家
財
道
具
の
出
入
り
、
殺
人
の
際
の
屏
風
や
布
団
な
ど
の
小
道
具
、
弼
助
と
小

万
に
共
通
す
る
彫
り
物
な
ど
に
よ
っ
て
、
暗
示
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

四
、
『
盟
三
五
大
切
』
の
忠
義
の
あ
り
方

主
人
の
た
め
に
騙
し
た
相
手
が
、
実
は
当
の
主
人
で
あ
っ
た
、
と
い
う
皮
肉

な
設
定
に
よ
っ
て
、
三
五
郎
の
忠
義
は
主
人
を
殺
人
鬼
に
追
い
込
む
不
忠
と
な

る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
三
五
郎
の
主
君
に
対
す
る
忠
義
は
、
孝
と
両
立
し
な
い
も
の
と
し
て
設

定
さ
れ
て
も
い
る
。
義
兄
禰
助
は
、
三
五
郎
の
主
人
が
浪
人
す
る
原
因
を
作
っ

た
盗
賊
で
あ
っ
た
た
め
、
二
人
は
、
主
人
を
介
し
て
敵
同
士
と
な
る
。
三
五
郎

が
忠
義
を
尽
く
す
た
め
に
は
、
義
兄
を
殺
す
不
孝
を
犯
さ
わ
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
三
五
郎
の
忠
義
は
、
主
人
を
陥
れ
た
り
、
孝
に
反
し
た
り
す

る
た
め
に
、
手
放
し
で
賛
美
さ
れ
得
な
い
性
格
を
持
た
さ
れ
て
い
る
。
主
君
の

敵
討
ち
の
た
め
の
行
為
が
忠
義
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
一
元
的
な
『
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
』
に
比
し
て
、
『
盟
三
五
大
切
』
の
三
五
郎
の
行
為
は
単
純
に
は
割
り

切
れ
な
い
。
忠
義
の
た
め
な
ら
、
他
人
を
騙
し
て
金
を
奪
い
、
義
兄
を
殺
し
て

図
面
を
奪
う
と
い
う
よ
う
な
、
悪
党
そ
の
も
の
の
行
為
を
躊
躇
な
く
し
て
し
ま

う
三
五
郎
の
あ
り
か
た
は
、
運
命
に
弄
ば
れ
る
哀
れ
な
忠
義
者
と
い
う
よ
り
は
、

既
に
忠
義
者
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
す
ら
思
え
る
。
『
忠
臣
蔵
』
で
は
絶
対
的
な
価

値
観
で
あ
り
得
た
忠
義
が
、
三
五
郎
の
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
『
盟

三
五
大
切
』
に
お
い
て
は
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
全
く
正
反
対
に
も
な
り
う
る

か
ら
く
り

機
関
仕
掛
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

先
述
の
①
－
1
に
は
、
「
越
す
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
誤
解
さ
れ
る
滑
括
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な
一
場
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

貸
家
に
は
、
「
勝
手
に
付
化
物
引
越
中
侯
、
家
主
」
　
と
記
し
た
紙
札
が
門
口

（12）

に
貼
っ
て
あ
る
。
八
右
街
門
が
、
貸
家
に
化
け
物
が
出
る
、
と
訴
え
る
と
、
長

屋
の
者
は
「
道
理
で
大
屋
さ
ん
が
、
門
口
へ
、
化
物
勝
手
に
つ
き
引
越
し
た
と

い
ふ
札
を
貼
ら
し
つ
た
」
と
受
け
る
。
つ
ま
り
長
屋
の
者
は
札
の
「
引
越
」
を

化
け
物
が
［
引
っ
越
し
て
刻
．
且
と
解
釈
し
て
い
る
。
一
方
、
八
右
荷
門
は

「
門
口
に
は
、
「
勝
手
に
つ
き
化
け
物
引
越
し
申
し
侯
ふ
」
と
い
ふ
札
を
貼
っ

て
置
き
な
が
ら
」
　
こ
れ
で
は
話
が
違
う
、
と
憤
慨
す
る
。
つ
ま
り
八
右
衛
門
は
、

化
け
物
が
　
［
引
っ
越
し
て
出
て
行
っ
た
］
　
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

長
屋
の
衆
が
「
昨
日
越
し
て
今
日
越
す
」
と
い
う
台
詞
を
執
拗
に
繰
り
返
し

て
言
う
の
も
、
「
越
す
」
一
語
が
　
［
来
る
］
　
と
　
［
行
く
］
　
と
い
う
全
く
正
反
対

の
両
義
で
使
え
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
越
す
」
　
の
両
義
性
は
、
言
葉
の
上
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
引
っ
越
し
て

［
行
こ
う
］
　
と
す
る
八
右
街
門
に
、
爾
助
が
「
片
附
き
ま
し
た
か
な
」
と
声
を

掛
け
る
こ
と
か
ら
、
意
味
の
上
で
は
正
反
対
の
行
為
も
、
視
覚
的
に
は
析
似
の

も
の
で
あ
り
得
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
同
様
の
「
通
れ
」
と
い
う
言
薬
が
、
ま
す
ま
す
坊
主
に
よ
っ

て
、
故
意
に
取
り
違
え
ら
れ
、
場
は
一
層
混
乱
す
る
。
乞
食
の
ま
す
ま
す
坊
主

に
、
長
屋
の
者
が
「
通
れ
く
」
　
と
言
う
と
、
ま
す
ま
す
坊
主
は
、
「
内
へ
」

通
ろ
う
と
す
る
。
長
屋
の
者
は
、
「
通
れ
と
は
、
あ
っ
ち
の
方
へ
通
れ
と
云
ふ

の
だ
、
勝
手
な
方
へ
、
通
れ
！
～
」
と
怒
る
。
つ
ま
り
「
通
れ
」
も
、
［
内
へ
］

で
も
　
［
外
へ
］
　
で
も
、
い
い
よ
う
に
解
釈
し
得
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
ま
す
ま
す

坊
主
は
そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
越
す
」
、
「
通
れ
」
と
い
う
言
葉
の
取
り
違
え
の
件
は
、
一
見
明
ら
か

に
思
え
る
一
つ
の
言
葉
が
、
立
場
を
変
え
る
こ
と
で
、
全
く
正
反
対
の
両
義
を

持
ち
得
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
。
こ
の
場
は
一
見
軽
い
滑
格
と
取
れ
る
が
、
単

な
る
単
発
的
な
笑
い
を
求
め
る
場
で
は
な
く
、
全
体
の
構
造
の
中
に
あ
っ
て
、

三
五
郎
の
行
為
の
評
価
が
、
忠
義
と
不
忠
と
い
う
正
反
対
の
両
義
の
間
を
揺
れ

動
く
こ
と
と
響
き
合
い
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
一
場
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。

三
五
郎
と
対
照
的
な
家
来
に
八
右
衛
門
が
い
る
。
八
右
街
門
と
三
五
郎
は
そ

れ
ぞ
れ
心
は
忠
義
で
あ
り
な
が
ら
、
つ
く
し
方
の
違
い
か
ら
、
源
五
兵
衛
に

「
流
石
は
家
来
八
右
衛
門
、
一
合
取
っ
て
も
武
士
の
魂
ひ
、
愛
い
奴
ぢ
や
、
出

か
し
を
つ
た
。
○
そ
れ
に
引
番
へ
、
（
三
五
郎
は
）
女
を
餌
に
」
（
〇
内
は
引

用
著
が
補
っ
た
）
と
裏
腹
な
評
価
を
さ
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
八
右
衛
門
が
源
五
兵
衛
に
組
を
掛
け
ら
れ
る
場
面
で
の
台
詞
「
縄

目
の
恥
」
は
、
『
五
大
力
』
C
場
で
禰
助
が
、
細
引
き
で
縛
ら
れ
た
沢
庵
を
見

て
「
こ
の
香
の
物
は
、
い
か
な
る
科
に
や
、
細
別
叫
坤
に
か
ゝ
り
つ
ら
ん
」
と

言
う
場
面
と
、
D
場
で
郊
助
が
源
五
兵
衛
に
そ
の
細
引
で
締
ら
れ
る
、
二
つ
の

場
面
を
合
わ
せ
た
趣
向
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
八
右
衛
門
に
は
、
『
五
大
力
』

を
介
し
て
悪
党
「
禰
助
」
と
「
沢
庵
」
　
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
三
五
郎
が
四
斗
樽
に
隠
れ
て
運
ば
れ
る
と
き
、
「
仏
か
え
」
と
問
わ

れ
、
小
万
が
「
浅
漬
」
だ
と
ご
ま
か
す
場
面
が
あ
る
。
八
右
街
門
同
様
、
三
五
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郎
に
も
〝
浅
晩
対
四
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
五
郎
は
『
五
大

力
』
の
「
禰
助
」
　
の
格
で
源
五
兵
衛
を
陥
れ
る
役
割
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
南
北
は
先
行
作
で
善
と
悪
に
分
け
ら
れ
て
い
た
人
格
を
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
混
じ
て
い
く
。
南
北
は
、
「
忠
」
と
「
不
忠
」
、
「
善
」
と
「
悪
」
な

ど
の
、
対
極
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
価
値
を
ま
ず
対
置
し
、
そ
の
上
で
そ
れ
ら

の
共
通
性
を
示
唆
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
二
つ
の
間
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
、
絶
対
的
な
隔
た
り
は
脱
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

五
、
小
万
の
首
と
師
直
の
首
の
類
似
に
つ
い
て

こ
こ
で
今
ま
で
一
度
も
触
れ
な
か
っ
た
①
場
（
佃
沖
新
地
鼻
）
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

今
回
先
行
作
と
の
関
わ
り
な
ど
か
ら
内
部
の
構
成
を
検
討
し
た
結
果
、
①
場

を
除
い
て
、
②
場
以
下
が
⑤
場
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
（
以
下
「
全
集
木
」
と
す
る
）
は
《
序
幕
》
、
《
大
詰
》

の
二
幕
構
成
で
、
⑥
場
（
愛
染
院
門
前
）
で
打
出
し
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て

①
場
は
全
集
本
で
は
《
序
幕
》
第
一
場
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
初
演
時
の
絵
本

番
付
【
図
三
】
　
（
2
5
頁
に
掲
げ
た
）
　
で
は
、
①
場
は
「
は
っ
た
ん
（
発
端
）
」
と

な
っ
て
い
る
。
確
か
に
内
容
的
に
も
構
成
上
も
そ
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

ま
た
絵
本
番
付
で
は
、
①
場
以
外
も
、
全
集
本
と
は
異
な
っ
た
幕
に
割
り
振

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
全
集
本
の
　
《
大
詰
》
は
絵
本
番
付
で
は
「
中
幕
」
　
と

な
っ
て
お
り
、
日
毎
終
幕
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
三
茹
構
成
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
初
演
辻
番
付
に
も
外
題
脇
に
「
新
狂
言
　
三
幕
栄
」
と
あ
る
。

（
【
図
四
】
参
照
）

（13）

辛
い
、
当
時
の
上
演
記
録
『
歌
舞
妓
年
代
記
続
編
』
　
（
以
下
『
続
年
代
記
』

お
お
ゼ
ニ
リ

と
す
る
）
　
に
は
、
⑥
の
後
に
続
く
べ
き
最
終
幕
命
大
切
》
八
校
討
の
場
）
が
書

、〓．

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〇
九
月
二
十
六
日
よ
り
（
中
略
）
武
は
ん
目
［
盟
三
五
大
切
］
（
中
略
）

大
切
夜
討
の
場
四
十
七
人
の
義
士
高
野
家
衆
と
入
乱
れ
大
だ
て
看
て
道
具

廻
る
と
向
一
面
海
に
て
波
ま
く
洋
書
に
て
佃
島
等
を
遠
く
見
せ
て
す
べ
て

高
純
濱
の
け
し
き
前
に
苦
を
か
け
た
る
舟
あ
り
大
薩
摩
に
て
苦
を
切
て
お

と
す
四
十
郎
義
士
の
な
り
大
高
源
吾
に
て
師
直
の
首
を
か
ゝ
へ
居
る
み
へ

よ
く
せ
り
ふ
有
て
上
の
方
よ
り
義
士
大
ぜ
い
て
う
ち
ん
を
持
出
て
爽
り
み

へ
よ
く
居
並
び
先
今
日
は
是
切
と
云
一
体
此
狂
言
七
月
狂
言
よ
り
忠
臣
蔵

同
二
は
ん
目
四
ッ
谷
怪
談
よ
り
頂
き
た
る
趣
向
近
年
に
な
き
お
も
し
ろ
き

作
な
れ
ど
も
人
か
ひ
な
く
十
月
十
四
日
舞
納
な
り
（
傍
線
引
用
者
。
以
下

同
）

こ
の
記
事
で
注
n
H
さ
れ
る
の
は
、
大
高
源
吾
が
船
上
で
師
直
の
首
を
抱
え
て

い
る
演
出
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
北
の
全
く
の
作
り
事
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

史
実
の
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
で
吉
良
上
野
介
の
首
を
折
で
泉
岳
寺
ま
で
運
ん

（15）

だ
と
い
う
風
説
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
全
集
本
の
①
場
（
佃
沖
新
地
鼻
）
の
ト
書
き
に
は
、

24

こ
の
時
、
チ
ヨ
ソ
と
月
出
る
。
こ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
黒
茄
を
切
っ
て
落
す
。



【
図
三
】
　
『
盟
三
五
大
切
』
初
演
絵
本
番
付
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う
し
ろ
佃
沖
、

新
地
の
鼻
を
見
せ
た
る
遠
見
、

夜
の
模
様
よ
ろ
し
く
、
上

の
方
に
屋
根
船
一
般
、

内
に
源
五
兵
衛
、
着
流
し
、
羽
織
に
て
、
簾
を
あ

げ
、
煙
管
を
持
ち
、
空
を
眺
め
て
ゐ
る
。

と
あ
る
。
所
椙
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
傍
線
部
が
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
《
大
切
》
（
夜
討
ち
の
場
）
は
、
①
場
に
対
応
し
て
、
泉
岳
寺

近
く
の
高
輪
浜
に
お
い
て
、
①
場
の
舞
台
だ
っ
た
佃
島
の
辺
り
を
遠
く
に
見
せ
、

義
士
大
高
源
吾
を
①
場
の
源
五
兵
衛
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
趣
向
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
意
図
は
な
に
か
。

こ
れ
は
、
義
士
源
吾
の
姿
を
、
五
大
力
物
の
代
表
的
場
面
で
あ
り
、
『
盟
三

五
大
切
』
に
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
、
殺
し
た
小
万
の
首
を
持
つ
源
五
兵
衛

の
姿
に
近
づ
け
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
材
料
と
し
て
、
先
述
し
た
④
と
⑤
の
、
二
回
の
〝
五

人
切
り
〟
の
場
面
そ
れ
ぞ
れ
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
討
人
を
思
わ
せ
る
演

出
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
た
い
。

ま
ず
④
で
は
、
小
万
と
三
五
郎
が
源
五
兵
衛
か
ら
隠
れ
る
場
面
で
「
三
五
郎
、

炭
概
を
明
け
、
そ
の
穴
へ
小
万
を
入
れ
、
自
分
も
入
り
、
穴
よ
り
手
を
出
し
、

炭
横
を
元
の
通
り
に
直
し
置
く
」
と
あ
る
。
こ
の
場
面
は
『
五
大
力
』
で
、
三

五
兵
衛
が
源
五
兵
衛
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
「
長
持
」
に
隠
れ
る
件
の
書
替
え
で

あ
る
。
南
北
は
「
長
持
」
を
「
炭
檀
」
に
変
え
た
。
こ
れ
は
『
忠
臣
蔵
』
の
十

一
段
目
で
師
直
が
「
炭
部
昆
」
に
隠
れ
て
い
た
こ
と
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
の
改
変
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
⑤
「
四
谷
鬼
横
町
の
場
」
で
心
、
か
つ
て
「
炭
」
を
入
れ
て
あ
っ
た

「
揚
げ
板
」
の
下
か
ら
、
幽
霊
に
化
け
た
禰
助
が
出
て
く
る
。
こ
の
直
後
、
禰

助
は
三
五
郎
に
殺
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
源
五
兵
衛
の
敵
で
あ
り
、
か
つ
忠
義
の
た
め
に
死
ん
だ
三
五

郎
・
小
万
・
弼
助
に
は
こ
と
ご
と
く
師
直
の
死
を
思
わ
せ
る
「
炭
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
や
や
大
づ
か
み
に
言
え
ば
、
《
序
幕
》
で
は
、
五
瓶
の

五
大
力
物
を
ほ
ほ
踏
襲
し
た
〝
五
人
切
り
″
を
見
せ
、
《
大
詰
》
で
は
そ
こ
に

『
四
谷
怪
談
』
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
、
お
岩
以
上
の
怨
念
の
鬼
と
な
っ

た
源
五
兵
衛
の
、
一
層
惨
た
ら
し
い
芸
人
切
り
〃
を
描
き
出
し
、
笑
切
》
で
一

は
『
忠
臣
蔵
』
の
師
直
殺
し
に
、
二
度
の
〝
五
人
切
り
″
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
　
2
6

せ
る
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

初
演
辻
番
付
【
図
四
】
（
2
7
貢
に
掲
げ
た
）
の
絵
を
見
る
と
、
左
上
の
二
階

座
敷
に
は
源
五
兵
衛
が
お
り
、
そ
の
足
元
に
は
頭
に
ろ
う
そ
く
を
立
て
た
男
の

生
首
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
窓
際
に
は
男
の
首
と
手
紙
を
く
わ
え
た
女
の

首
。
座
敷
の
下
の
川
べ
り
で
八
右
荷
門
が
や
は
り
生
首
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し

て
右
上
の
海
に
は
舟
に
乗
っ
た
大
高
源
吾
ら
し
き
人
物
（
衣
裳
に
団
十
郎
の
紋

が
描
か
れ
て
い
る
）
が
師
直
ら
し
き
生
首
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
何
を
意

味
す
る
の
か
。

源
五
兵
衛
と
い
え
ば
五
人
切
で
あ
る
。
『
盟
三
五
大
切
』
で
は
十
人
が
死
に
、

そ
の
う
ち
、
菊
野
、
伊
之
介
、
長
八
、
小
万
の
四
人
が
首
を
切
り
落
と
さ
れ
た
。



【
図
四
】
　
「
盟
三
五
大
切
』
初
演
辻
番
付
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部
分
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こ
の
絵
の
五
つ
の
生
首
は
、
源
五
兵
衛
の
五
人
切
り
を
象
徴
す
る
と
共
に
、
師

直
殺
し
を
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
の
あ
ら
わ
れ

な
の
で
あ
る
。

ま
　
と
　
め

こ
の
よ
う
に
し
て
、
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
は
、
仇
討
ち
達
成
の
証
と
し

て
高
々
と
槍
の
先
に
掲
げ
ら
れ
た
師
直
の
首
が
、
『
盟
三
五
大
切
』
に
お
い
て

は
、
劇
中
で
死
ん
だ
十
人
を
代
表
す
る
小
万
の
首
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
小
万
・
三
五
郎
・
禰
助
、
彼
ら
は
共
に
、
源
五
兵
衛
の
敵

で
あ
る
が
、
見
方
を
か
え
れ
ば
忠
義
の
俵
牲
者
で
も
あ
る
。
お
も
え
ば
敵
の
師

直
も
、
見
方
を
か
え
れ
ば
忠
義
の
犠
牲
者
で
は
な
い
か
と
、
南
北
の
皮
肉
な
視

点
は
、
こ
の
《
大
切
》
　
に
極
ま
る
の
で
あ
る
。

［注］
（
1
）
　
初
演
辻
番
付
・
絵
本
番
付
共
に
二
五
日
を
初
口
と
す
る
。
し
か
し
『
大
南
北
全

集
』
第
十
二
巻
（
坪
内
遭
遇
・
渥
美
活
太
郎
編
　
大
正
十
四
年
九
月
　
春
陽
堂
）
所
載

の
辻
番
付
に
は
「
文
政
八
年
九
月
廿
六
日
よ
り
」
　
の
書
込
み
が
あ
る
。
ま
た
『
続
年
代

記
』
も
二
六
日
か
ら
と
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
事
情
で
初
日
が
一
口
後
へ
ず
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
　
『
総
合
日
本
戯
曲
事
典
』
（
河
竹
繁
俊
編
　
昭
和
三
九
年
二
月
　
平
凡
社
）
「
五

大
力
恋
鍼
」
　
の
項
（
潤
山
政
雄
執
筆
）
　
に
よ
る
。

（
3
）
　
『
五
大
力
恋
絨
』
、
『
略
三
五
大
切
』
共
に
、
『
日
本
鮫
曲
全
集
』
第
六
巻
（
渥
美

清
太
郎
霜
　
昭
和
三
年
四
月
　
春
陽
堂
）
　
に
よ
っ
た
。

（
4
）
　
D
・
d
場
の
名
称
は
内
容
に
よ
っ
て
捕
っ
た
。

（
5
）
　
『
鶴
邑
南
北
全
集
』
第
四
巻
（
大
久
保
忠
国
福
一
九
七
二
年
二
月
　
三
一
番

が
）
所
載
の
、
大
久
保
氏
の
解
説
に
「
適
当
な
民
本
が
見
当
ら
ず
、
大
南
北
全
集
第
十

二
巻
所
収
の
脚
本
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
た
」
と
あ
り
、
底
本
の
素
性
な
ど
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
引
用
は
全
て
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
に
よ
っ
た
。

（
6
）
　
郡
司
正
勝
氏
は
『
机
屋
南
北
－
か
ぶ
き
が
生
ん
だ
無
数
発
の
表
現
主
義
－
』

二
九
九
四
年
一
二
月
　
中
公
新
書
）
　
に
お
い
て
「
前
半
の
序
幕
が
「
五
大
力
」
　
の
世

界
、
後
半
の
中
幕
が
「
四
谷
怪
談
」
　
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
生
き
て
い
る
問
は
早
桶
を
思
わ
せ
る
櫓
の
中
に
い
て
、
瀕
死
に
な
っ
て
か
ら
出

て
く
る
と
は
南
北
ら
し
い
逆
転
の
発
想
で
あ
る
。
『
寂
光
門
松
後
蕎
歳
』
　
で
、
棺
か
ら

亡
者
の
南
北
が
出
て
く
る
趣
向
を
も
思
わ
せ
て
興
味
深
い
。

（
8
）
　
こ
の
対
照
的
な
二
場
面
は
、
共
に
『
五
大
力
』
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は

B
場
の
小
万
の
給
仕
で
源
五
兵
衛
が
茶
漬
を
食
べ
る
場
面
か
ら
、
後
者
は
D
場
で
源
五

兵
衛
が
小
万
の
切
り
首
の
前
で
憤
り
な
が
ら
煙
草
を
吸
う
場
面
で
あ
る
。
『
五
大
力
』

に
お
い
て
も
、
こ
の
二
場
は
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
頃
の
二
人
と
、
破
局
に
至
っ
た
二
人
を

対
照
的
に
表
し
て
い
た
場
面
で
あ
っ
た
。
南
北
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
三
五
郎
と
源
五

兵
衛
に
割
り
振
り
な
お
し
て
、
小
万
と
二
人
の
男
と
の
関
係
の
違
い
を
示
す
趣
向
と
し

た
の
で
あ
る
。

（
9
）
　
前
者
は
『
五
大
力
』
D
場
の
八
右
衛
門
の
身
代
わ
り
、
後
者
は
『
略
三
五
』
　
e

場
の
八
右
衛
門
の
身
代
わ
り
を
㌫
替
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
く
同
じ
場
面
を
、
南
北

は
両
方
と
も
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
対
照
的
な
家
来
で
あ
る
八
右
街
門
と
三
五
郎

に
割
り
振
り
な
お
し
て
書
替
え
た
の
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
引
用
は
『
御
府
内
備
考
』
（
文
政
一
二
年
成
立
）
（
『
大
日
本
地
誌
大
系
（
二
十

三
）
』
昭
和
三
三
年
二
月
　
群
山
閣
）
　
に
よ
る
。

（
1
1
）
　
腕
を
貫
く
の
は
、
『
五
大
力
』
C
で
、
書
置
き
を
持
っ
た
小
万
の
手
を
源
五
兵

衛
が
切
り
落
と
す
場
面
の
吾
替
え
で
あ
る
。
刀
を
持
ち
添
え
、
赤
子
を
殺
さ
せ
る
の
は
、
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同
じ
く
、
三
五
兵
衛
が
小
万
の
手
に
筆
を
持
ち
添
え
て
、
無
理
矢
理
「
五
大
力
」
　
を
苔

直
さ
せ
る
場
面
の
雷
替
え
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
こ
の
札
は
『
五
大
力
』
の
「
へ
ん
く
つ
も
の
借
銭
乞
物
故
ひ
堅
く
無
用
」
　
の
下

げ
札
を
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
四
谷
怪
談
』
　
で
は
わ
ざ
と
実
説
か
ら
ず
ら
し
て
、
お

岩
の
家
を
「
雄
司
ケ
谷
四
谷
町
」
と
し
た
。
そ
れ
を
本
作
で
は
、
実
説
の
「
四
谷
鬼
杭

町
、
神
谷
氏
住
居
」
　
に
移
し
た
の
で
「
勝
手
に
付
化
物
引
越
中
侯
」
と
作
者
か
ら
観
客

へ
洒
落
た
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

（
1
3
）
　
石
塚
塑
芥
子
著
。
引
用
は
『
新
群
容
類
従
第
四
巻
』
（
明
治
四
〇
年
一
〇
月

国
書
刊
行
会
）
　
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
こ
の
二
種
痘
の
結
末
が
あ
り
得
た
理
由
を
、
郡
司
氏
は
前
掲
容
で
「
む
か
し
は
、

初
日
な
ど
時
間
切
れ
で
出
な
い
場
が
あ
り
、
お
い
お
い
追
加
さ
れ
る
と
い
う
上
演
法
で

あ
っ
た
か
ら
、
千
秋
楽
近
く
に
な
る
と
、
全
体
が
出
揃
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
全
輿
水
は
初
日
近
く
の
、
全
体
が
出
揃
わ
な
い
時
期
の
演
出
を
と
ど
め

た
台
本
と
い
え
ノ
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
1
5
）
　
今
尾
哲
也
氏
の
『
吉
良
の
首
　
忠
臣
蔵
と
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
』
二
九
八
七

年
一
一
月
　
平
凡
社
）
　
に
陸
路
を
行
っ
た
の
は
吉
良
の
偽
首
で
あ
り
、
本
首
は
船
で
海

路
を
運
ば
れ
た
、
と
す
る
風
説
の
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

29－

［
付
記
］
　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
米
谷
巌
先
生
に
懇
切
な
御
指
導
を
賜
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
は
貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
御
許
可

頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

－
　
L
も
だ
・
は
る
み
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
－




